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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一体化された複合糸および第２の糸を含み、前記複合糸の第１の成分および第２の成分
の１つが、ナイロン６６、ナイロン６、ナイロン７、ナイロン１０、ナイロン１２、ナイ
ロン４６、ナイロン６１０、ナイロン６１２、ナイロン１２１２またはこれらの何らかの
組合せから選択されるポリアミドのコポリマーであり、前記コポリマーが、アジピン酸、
ヘキサメチレンジアミン、およびポリ－２－メチルペンタメチレンアジポアミドから形成
されることを特徴とする合成ポリマー糸。
【請求項２】
　請求項１に記載の合成ポリマー糸からなることを特徴とするファブリック。
【請求項３】
　請求項２に記載のファブリックからなることを特徴とする衣類。
【請求項４】
　複合フィラメントおよび第２の糸のフィラメントを含む合成ポリマー糸であって、
　前記複合フィラメントおよび前記第２の糸のフィラメントが一体化されて単一の合成ポ
リマー糸を形成し、
　前記複合フィラメントの第１の成分および第２の成分の１つが、ナイロン６６、ナイロ
ン６、ナイロン７、ナイロン１０、ナイロン１２、ナイロン４６、ナイロン６１０、ナイ
ロン６１２、ナイロン１２１２またはこれらの何らかの組合せから選択されるポリアミド
のコポリマーであり、前記コポリマーが、アジピン酸、ヘキサメチレンジアミン、および
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ポリ－２－メチルペンタメチレンアジポアミドから形成されることを特徴とする合成ポリ
マー糸。
【請求項５】
　複合糸を第２の糸と混ぜ合わせることを含み、前記複合糸が互いに異なる収縮性を有す
る少なくとも第１の成分および第２の成分を含み、
　前記複合糸の第１の成分および第２の成分の１つが、ナイロン６６、ナイロン６、ナイ
ロン７、ナイロン１０、ナイロン１２、ナイロン４６、ナイロン６１０、ナイロン６１２
、ナイロン１２１２またはこれらの何らかの組合せから選択されるポリアミドのコポリマ
ーであり、前記コポリマーが、アジピン酸、ヘキサメチレンジアミン、およびポリ－２－
メチルペンタメチレンアジポアミドから形成されることを特徴とする合成ポリマー糸の製
造方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法に従って製造されることを特徴とする製品。
【請求項７】
　複合フィラメントを第２のフィラメントと混ぜ合わせることおよび混ぜ合わされたフィ
ラメントから合成ポリマー糸を形成することを含み、
　前記複合フィラメントの第１の成分および第２の成分の１つが、ナイロン６６、ナイロ
ン６、ナイロン７、ナイロン１０、ナイロン１２、ナイロン４６、ナイロン６１０、ナイ
ロン６１２、ナイロン１２１２またはこれらの何らかの組合せから選択されるポリアミド
のコポリマーであり、前記コポリマーが、アジピン酸、ヘキサメチレンジアミン、および
ポリ－２－メチルペンタメチレンアジポアミドから形成されることを特徴とする合成ポリ
マー糸の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本出願は、２０００年３月１日に出願された米国仮出願６０／１８６，２９４号の優先権
を主張し、その全体を参照により組み込む。
【０００２】
（発明の技術分野および産業上の利用可能性）
本発明はファブリックおよび衣類の製造に有用なポリマー糸、特に一体化されて単糸を形
成する、複合糸（ｂｉｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｙａｒｎ）および第２の糸を含むナイロンま
たはポリエステル糸に関する。
【０００３】
（発明の背景）
ナイロン糸は様々な編物および織物に用いられる。ソフトな手触りならびに伸縮効果のあ
る見た目に美しいファブリックを得るための努力が継続しておこなわれている。１つの努
力が複合糸の製造に導き、これは当技術分野において記載されてきた。例えば、米国特許
第４，６０１，９４９号および第４，７４０，３３９号は、ポリアミド複合（ｃｏｎｊｕ
ｇａｔｅ）フィラメント、あるいは複合糸、およびインライン紡糸延伸法を用いてそれら
を調製する方法を教示する。同様に、米国特許第３，６７１，３７９号は、溶融紡糸、延
伸、およびアニーリングにより調製される、ポリ（エチレンテレフタレート）とポリ（ト
リメチレンテレフタレート）との複合糸を開示する。
【０００４】
これらの特許に記載される複合糸の利点は、これらがストレッチ衣類の作製に有用な嵩高
あるいは捲縮効果（ｃｒｉｍｐｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）を生み出すということである。例
えば、これらの特許は、複合糸に収縮性の異なるポリマーを用いることにより、望ましい
嵩高あるいは捲縮効果を得ることができるということを教示する。異なるポリマーを用い
ることにより、あるいは相対粘度が異なる類似のポリマーを用いることにより、この収縮
性の違いを得ることができる。しかし、複合糸だけでつくられたファブリックには、望ま
しい視覚的効果、ソフトな手触り、ならびに伸縮のないことが多い。
【０００５】
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本発明は、複合糸と第２の糸を含み、望ましい視覚的効果、ソフトな手触り、ならびに伸
縮の得られることが見出された複合効果糸（ｂｉｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｅｆｆｅｃｔ　ｙ
ａｒｎ）に関する。コンポジット糸（ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ　ｙａｒｎ）が当技術分野で記
載されているが、これら他の糸のいずれも本発明で望ましいとされるすべての性質はもっ
ていない。コンンポジット糸は、例えば米国特許第６，０２０，２７５号に記載されてい
る。そこでは、コンポジット糸は、荷重支持糸（ｌｏａｄ　ｂｅａｒｉｎｇ　ｙａｒｎ）
が融着糸あるいは嵩高糸と一体化されるものとして記載されている。しかし、この糸はそ
れにあるとされる強度のために接着糸向けであって、本発明の複合効果糸にあるとされる
視覚効果およびソフトな手触りをもたない。
【０００６】
別の特許、米国特許第６，０１５，６１８号に、チェーンステッチ糸に挿入されたインレ
イ糸をもつチェーンステッチ糸を含むコンポジット糸が記載されている。この特許は、ス
トレッチ性ファブリックを得ることを対象としたが、水溶性糸および弾性糸を使用するこ
とが特に想定されている。他方、本発明の複合効果糸は、通常は水溶性糸を使用せず、さ
らに弾性ポリマーを使用することなくストレッチ性ファブリックを得ることができる。
【０００７】
ある応用では、ナイロン糸が、加撚あるいはエアージェットテクスチャリングのいずれか
によりスパンデックス弾性糸をカバーするのに用いられてきた。結果として、これらの糸
からつくられたいくつかのファブリックでは伸縮性は優れているが、本発明に備わる視覚
的美しさのないことが多い。さらに、本発明の複合効果糸と異なり、スパンデックスはゴ
ム状繊維であり、染料をよく吸収しない。また、スパンデックスはゴム状繊維であるため
、本発明との比較で、それは望ましいソフトな感触あるいは「手触り」を与えない。
【０００８】
したがって、本発明は、望ましい視覚効果、手触り、ならびに伸縮性のある編物あるいは
織物とすることができる複合効果糸を対象とする。さらに、これらの織物は好ましくはナ
イロン糸から製造されるので、それらはまた染色性で堅牢でもある。本発明の糸から製造
されたファブリックのテクスチャは、既知の他のファブリックに比べると滑らかでビロー
ドのような手触りがある。
【０００９】
米国特許第３，６７１，３７９号はポリエステル複合短繊維と第２のポリエステル短繊維
とのブレンドを記載する。例えば例ＸＸＶを参照。しかし、糸あるいは連続フィラメント
の組み合わせは提案されていない。
【００１０】
（発明の概要）
本発明は、一体化されて単糸を形成する、複合糸と第２の糸を含むポリマー糸に関する。
複合糸は少なくとも第１の成分と第２の成分を含み、それぞれは繊維形成性ポリマーから
なり、好ましくは、それぞれは嵩高効果をもたらす異なる収縮性を有する。例えば、異な
るポリマーを用いることあるいは相対粘度が異なるポリマーを用いることにより、収縮性
の違いを得ることができる。本発明のポリマー糸は有利にも、この糸を用いて製造された
製品の視覚的性質を向上させるストラティフィケーション効果（ｓｔｒａｔｉｆｉｅｄ　
ｅｆｆｅｃｔ）を含む改良された視覚効果を示した。さらに、本発明のポリマー糸は、そ
れから製造されたファブリックに予想外にソフトな手触りと優れた伸縮性をもたらすこと
が多い。ソフトな手触りは特に編物において特徴的であった。
【００１１】
本発明の別の実施形態において、このポリマー糸を用いて製造された製品が記載される。
特に、このポリマー糸を用いてポリマー糸を含むファブリックが製造される。さらに、こ
のようなファブリックからつくられる衣類が教示される。
【００１２】
さらに別の実施形態において、ポリマー糸の製造方法は、複合糸を第２の糸と一体化して
単糸を形成することを含み、複合糸は少なくとも第１の成分および第２の成分を含み、そ
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れぞれは繊維形成性ポリマーからなり、それぞれは互いに収縮性が異なる。このプロセス
には、前記一体化ステップの前に、その第１および第２フィラメント成分から複合糸を製
造することをさらに含めてもよい。
【００１３】
（図面の簡単な説明）
（図１）は、インターレースにより複合糸および第２の糸を用い、部分延伸された本発明
のポリマー糸の一製造方法の概略図である。
（図２）は、複合糸および第２の糸がインターレースされており、記載されたロール配置
を用いて十分に延伸された、本発明のポリマー糸の別の製造方法の概略図である。
（図３）は、複合糸の横断面が円形で第２の糸が円形の、３つの異なる部分での横断面を
示す図である。
（図４）は、複合糸の横断面が円形で第２の糸がドッグボーン形の、３つの異なる部分で
の横断面を示す図である。
（図５）は、複合糸の横断面が円形で第２の糸がトライローバルの、３つの異なる部分で
の横断面を示す図である。
（図６Ａ）は、２本の単一成分糸からつくられた、比較のためのコントロールファブリッ
クの顕微鏡写真である。
（図６Ｂ）は、複合糸および単一成分糸の組み合わせからなるポリマー糸でつくられたフ
ァブリックの視覚効果を示す顕微鏡写真である。
（図６Ｃ）は、ナイロンが染色されポリ（エチレンテレフタレート）／ポリ（トリメチレ
ンテレフタレート）の組合わせ糸が非常に薄い色のままである一試料の外観を示す図であ
る。
【００１４】
（本発明の好ましい実施形態の詳細な説明）
本明細書で用いられる場合、用語「合成ポリマー糸」あるいは「複合効果糸」は、複合糸
と第２の糸とを組合わせて製造される本発明の単一糸を表す。合成糸には完全にあるいは
部分的に合成物である実施形態が含まれる。用語「ストラティフィケーション糸および組
合せ糸（ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｙａｒｎ）」もまた以下で本発明の糸を記述するのに用いら
れることがある。
【００１５】
この糸から製造されるファブリックには視覚、手触り、および伸縮効果があり、これらが
本発明の目的である。
【００１６】
本明細書で用いられる場合、用語「複合糸」は、少なくとも２種の溶融紡糸繊維成分の複
合体であって、長手方向に共延長をもつ少なくとも２種の異なるポリマーセグメントを有
する複合体を表す。繊維成分は当技術分野で知られる適切な溶融紡糸繊維形成ポリマーの
いずれかからなる。複合の第１および／または第２成分の適切な繊維形成ポリマーには、
ポリアミド、ポリエチレンおよびポリプロピレンなどのポリオレフィン、ポリエステル、
レーヨンなどのビスコースポリマー、およびアセテートからなる何らかのホモポリマー、
コポリマー、およびターポリマーが含まれる。用語「複合（ｂｉｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）」
は２成分のみに限定しようとするものではなく、長手方向に共延長をもつ少なくとも３種
以上の異なるポリマーセグメントを有する複合体を形成する、３種以上の成分を含むと見
なされている。このような複合を多成分繊維と呼ぶことができる。
【００１７】
好ましい複合繊維は、繊維の長手方向に沿って互いによく固着する１組のポリマーを含む
繊維であり、繊維の横断面は、有用な捲縮を発現させることができる、例えばサイドバイ
サイド、偏心芯鞘あるいは他の適切な横断面である。また、好ましくはこの繊維はかなり
嵩高い。
【００１８】
用語「収縮性」は、本明細書で用いられる場合、湿熱に曝されたとき複合糸各成分の長手
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方向寸法が減少することを表す。複合糸成分間のこの収縮性の違いは通常、１つまたは複
数のポリマータイプ、相対粘度などのポリマーの性質、結晶化特性、横断面、各ポリマー
セグメントに存在する添加剤の量、あるいはこれらの性質の組合せにおいて異なる繊維形
成ポリマーを選択することにより得られる。複合糸成分のこれらの違いは、長手方向に共
延長する異なるポリマーセグメントの嵩高効果を発現させる収縮の違いをもたらす。例え
ばサイドバイサイドあるいは芯鞘配置に、複合糸の成分を望ましく配置することができる
。最高の美的効果を与えるために、芯鞘は好ましくは偏心したあるいは非対称な芯鞘配置
であるべきである。
【００１９】
適切なホモポリアミドには、これらに限定はされないが、ポリヘキサメチレンアジポアミ
ドホモポリマー（ナイロン６６）；ポリカプロアミドホモポリマー（ナイロン６）；ポリ
エナントアミドホモポリマー（ナイロン７）；ナイロン１０；ポリドデカノラクタムホモ
ポリマー（ナイロン１２）；ポリテトラメチレンアジポアミドホモポリマー（ナイロン４
６）；ポリヘキサメチレンセバコアミド（ｓｅｂａｃａｍｉｄｅ）ホモポリマー（ナイロ
ン６１０）；ｎ－ドデカン二酸とヘキサメチレンジアミンとのポリアミドホモポリマー（
ナロン６１２）；ならびにドデカメチレンジアミンとｎ－ドデカン二酸とのポリアミドホ
モポリマー（ナロン１２１２）が含まれる。前記ホモポリマーを形成するために用いられ
るモノマーのコポリマーおよびターポリマーもまた本発明に適する。
【００２０】
適切なコポリアミドには、これらに限定はされないが、前記ホモポリアミドを形成するた
めに用いられるモノマーのコポリマーが含まれる。さらに、他の適切なコポリアミドには
例えば、ナロン６、ナイロン７、ナイロン１０、および／またはナロン１２と接触させら
れよく混合されたナイロン６６が含まれる。例示的なポリアミドにはまた、テレフタル酸
、イソフタル酸、アジピン酸、あるいはセバシン酸などのジカルボン酸成分；ポリヘキサ
メチレンテレフタルアミド、ポリ－２－メチルペンタメチレンアジポアミド、ポリ－２－
エチルテトラメチレンアジポアミド、あるいはポリヘキサメチレンイソフタルアミドなど
のアミド成分；ヘキサメチレンジアミンおよび２－メチルペンタメチレンジアミンなどの
ジアミン成分；および１，４－ビス（アミノメチル）シクロヘキサンからなるコポリマー
も含まれる。好ましくは、複合糸の第１の成分はポリ－２－メチルペンタメチレンアジポ
アミド（ＭＰＭＤ）と共重合されたナイロン６６のコポリアミドである。このコポリアミ
ドは通常、アジピン酸、ヘキサメチレンジアミン、およびＭＰＭＤを合せて重合すること
により製造される。最も好ましくは、複合糸の第１の成分は、ポリ－２－メチルペンタメ
チレンアジポアミドと共重合されたナイロン６６のコポリアミドであり、第２の成分はナ
イロン６６である。
【００２１】
当技術分野において既知の方法を用いて前記コポリアミドを製造することができる。例え
ば、フレークあるいはポリマー顆粒の形の一定の割合の各ポリアミド成分を混合し、均一
なフィラメントとして押し出すことにより、適切なコポリアミドを製造できる。別法とし
てオートクレーブで適当なモノマーを混合し当技術分野で既知のポリアミド化プロセスを
実施することにより、コポリアミドを製造することができる。いずれのプロセスも本発明
で用いられるコポリアミドを製造するのに適切である。
【００２２】
前記のホモポリマーを形成するのに用いられるモノマーからなるターポリマーもまた本発
明に適し、また当技術分野で既知のプロセスにより製造することができる。
【００２３】
複合糸の繊維形成ポリマーはまた既知のいずれかのポリエステルでもよく、ポリエチレン
テレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート、ポリプロピレンテレフタレート
、およびポリブチレンテレフタレートが含まれる。ポリ（プロピレンテレフタレート）は
またポリ（トリメチレンテレフタレート）として、またポリ（ブチレンテレフタレー）は
ポリ（テトラメチレンテレフタレート）としても知られている。ポリエステルはこれらの
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ポリエステルのホモポリマーあるいはコポリマーでもよい。当技術分野で既知のプロセス
によりこれらのポリエステルを製造することができる。
【００２４】
好ましいポリエステルが次に記載される。記号「／／」は複合繊維を製造するために用い
られる２種のポリマーを分けるために用いられている。「２Ｇ」はエチレングリコールを
意味し「３Ｇ」は１，３－プロパンジオールを意味し、「４Ｇ」は１，４－ブタンジオー
ルを意味し、また「Ｔ」はテレフタル酸を意味する。したがって、例えば、「２Ｇ－Ｔ／
／３Ｇ－Ｔ」は、ポリ（エチレンテレフタレート）およびポリ（トリメチレンテレフタレ
ート）を含む複合繊維を表す。
【００２５】
本発明の複合効果糸に用いられる複合ポリエステルの２種のポリエステルは、成分の異な
る、例えば２Ｇ－Ｔと３Ｇ－Ｔ（好ましい）あるいは２Ｇ－Ｔと４Ｇ－Ｔであってよく、
さらに好ましくは固有粘度が異なる。別法として、成分は同一、例えば２Ｇ－Ｔであって
、固有粘度が異なっていてもよい。他の有用なポリエステルには、ポリ（エチレン２，６
－ジナフタレート）、ポリ（トリメチレン２，６－ジナフタレート）、ポリ（トリメチレ
ンビベンゾエート）、ポリ（シクロヘキシル１，４－ジメチレンテレフタレート）、ポリ
（１，３－シクロブタンジメチレンテレフタレート）、およびポリ（１，３－シクロブタ
ンジメチレンビベンゾエート）が含まれる。ヒートセット後に大きな捲縮値を得るために
は、ポリマーが固有粘度（「ＩＶ」）と成分の両方に関して異なっている、例えば、ＩＶ
が約０．４５～０．８０ｄｌ／ｇの２Ｇ－ＴとＩＶが約０．８５～１．５０ｄｌ／ｇの３
Ｇ－Ｔであると有利である。
【００２６】
ポリエステル複合繊維の一方あるいは両方のポリエステルがコポリエステルであってよい
。例えば、コポリエステルをつくるのに用いられるコモノマーが、イソフタル酸、ペンタ
ン二酸、ヘキサン二酸、１，３－プロパンジオール、あるいは１，４－ブタンジオールで
あるコポリ（エチレンテレフタレート）を用いることができる。コモノマーはコポリエス
テル中に約０．５～１５モルパーセントのレベルで存在しうる。コポリエステルの使用は
、両方のポリエステルが他の点では同じ、例えば２Ｇ－Ｔ／／２Ｇ－Ｔ／Ｉの場合に特に
有益でありうる。（複数の）コポリエステルはまた、５－スルホイソフタル酸ナトリウム
などの少量の他のコモノマーを、このようなコモノマーが本発明の有益な効果に悪影響を
及ぼさなければ、約０．２～５モルパーセントのレベルで含んでいてもよい。
【００２７】
複合糸をつくるのに用いられるポリマーはどのような横断面形状であってもよい。断面形
状には通常、例えば円形、楕円形、トライローバル、より多数の対称ローブ（ｌｏｂｅ）
をもつ形状、およびドッグボーン形状などが含まれる。
【００２８】
本発明による複合糸あるいは第２の糸に用いられるポリマーは、ポリマーの性質を向上さ
せるのに寄与する通常の添加剤を、さらなる成分として含むことができる。これらの添加
剤の例には、帯電防止剤、抗酸化剤、抗菌剤、防炎剤、滑剤、染料、光安定剤、重合触媒
および助剤、接着性向上剤、二酸化チタンなどの艶消剤、マット化剤、および／または有
機ホスファイトが含まれる。
【００２９】
複合糸の各成分は嵩高効果を得るのに必要な収縮の違いを生じるのに十分な量で存在し、
既知の方法で得ることができる。例えば、違ったタイプのポリマー、相対粘度および結晶
化特性などの性質が異なる成分を用いること、あるいは成分を異なった比率で用いること
により収縮の違いを得ることができる。例えば、複合糸の第１の成分を急速に結晶化する
繊維形成ポリアミドで形成することができ、複合糸の他の成分は比較的結晶化が遅い繊維
形成ポリアミドで形成される。参照により本明細書に組み込まれる米国特許第４，７４０
，３３９号に教示されるように、結晶化の違いを、異なる終端速度距離をもつポリアミド
を選択することにより実現することができ、これは高負荷捲縮試験値により示されるより
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大きな嵩高性を生ずる結果となる。
【００３０】
他方、相対粘度の違いに基づいて複合糸の成分を選択してもよい。複合糸の第１の成分が
複合糸の他の成分と同一の化学式の繰返し構造単位からなる場合、相対粘度が異なるポリ
マーを選択すると望ましい嵩高効果が得られる。複合糸の成分の相対粘度の違いは嵩高効
果を得るのに十分な収縮の違いを生じるのに十分なものでなければならない。例えば、ポ
リマーセグメントを形成するのに相対粘度（ＲＶ）の異なるナイロン６６ポリアミドが用
いられる場合、ＲＶの小さいナイロン６６のＲＶが少なくとも２０、例えば少なくとも５
０、あるいは少なくとも６５であるとして、２つのナイロン６６のＲＶの違いは少なくと
も５、好ましくは少なくとも１５、また最も好ましくは少なくとも３０でなければならな
い。好ましくは、複合糸の成分は同一の繰返し構造単位からなるが、ＲＶが異なる。
【００３１】
別法として、複合糸の各成分の比率を変えること、あるいは各成分に異なるタイプのポリ
マーを使用することにより、収縮の違いを得ることができる。やはり、糸の各成分の量は
嵩高効果を得るのに十分な収縮の違いを生じるのに十分な量でなければならない。
【００３２】
「嵩高効果」は本明細書で用いられる場合、複合糸が捲縮する固有の能力を表し、複合糸
の成分間に収縮性の違いをもたせることによりそれを実現することができる。これらのタ
イプの繊維を嵩高くするのに機械的な延伸加撚あるいはテクスチャリングプロセスを必要
とせず、捲縮する複合糸固有の能力は有利にも複合糸が「自発嵩高性（ｓｅｌｆ－ｂｕｌ
ｋｉｎｇ）」であることを可能にする。全体がこのタイプの繊維からなるあるファブリッ
クは伸縮性をもち機械的テクスチャード繊維からのものと同様の感触をもつことがある。
２Ｇ－Ｔ／／３Ｇ－Ｔの複合が用いられた場合、テクスチャード繊維よりずっと大きな伸
縮の得られることが多い。
【００３３】
本発明に用いられる複合糸の捲縮ポテンシャル（ｃｒｉｍｐ　ｐｏｔｅｎｔｉａｌ）およ
び／または捲縮収縮（ｃｒｉｍｐ　ｓｈｒｉｎｋａｇｅ）を測定することにより、嵩高効
果を客観的に確かめることができる。特に、捲縮ポテンシャルは湿熱に曝すことにより糸
に発生する嵩高さの目安である。捲縮／嵩高化処理後の引き伸ばされた（あるいは荷重を
かけた）長さと引き伸ばされていない（あるいは無荷重での）長さとの間の差が、引き伸
ばされた長さのパーセントとして表わされる。他方、捲縮収縮は湿熱に曝されることによ
り引き起こされた糸の収縮の目安である。捲縮収縮は処理前の引き伸ばされた長さのパー
セントとして表された、処理前後の引き伸ばされた長さの間の差である。捲縮ポテンシャ
ルおよび捲縮収縮は互いに正比例する。別の言い方をすると、捲縮ポテンシャルが大きい
ほど捲縮収縮も大きい。適切な嵩高効果は、本発明の合成ポリマー糸の目指す最終用途に
依存する。一般に、適切な嵩高効果は少なくとも約１０％、好ましくは少なくとも約３０
％、また最も好ましくは少なくとも約４５％の捲縮ポテンシャルがある複合糸を用いて得
られる。さらに、適切な嵩高効果は通常、少なくとも約１０％、好ましくは少なくとも約
３０％、また最も好ましくは少なくとも約４５％の捲縮収縮がある複合糸を用いて得られ
る。
【００３４】
特に指摘されなければ、実施例で用いられるポリエステル複合繊維の捲縮（ｃｒｉｍｐ　
ｃｏｎｔｒａｃｔｉｏｎ）レベル（「ＣＣａ」）は以下のようにして測定された。各試料
を、約０．１ｇｐｄ（０．０９ｄＮ／ｔｅｘ）の張力でかせリールを用いて、総デニール
が５０００＋／－５デニール（５５５０ｄｔｅｘ）である糸束にした。この糸束を、華氏
７０＋／－２度（２１＋／－１℃）および相対湿度６５＋／－２％で最低１６時間保った
。糸束を実質的にスタンドから垂直に吊るし、糸束の底部に１．５ｍｇ／ｄｅｎ（１．３
５ｍｇ／ｄｔｅｘ）となる重り（例えば５５５０ｄｔｅｘの糸束では７．５ｇ）を吊るし
、平衡長さに達するように荷重をかけられた糸束を放置し、そしてその糸束の長さを１ｍ
ｍ以内の精度で測定し「Ｃｂ」として記録した。試験の続く間、この１．３５ｍｇ／ｄｔ
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ｅｘの荷重は糸束に残された。次に、５００グラムの重り（１００ｍｇ／ｄ；９０ｍｇ／
ｄｔｅｘ）を糸束の底部から吊るし、そして糸束の長さを１ｍｍ以内の精度で測定し「Ｌ
ｂ」として記録した。（この試験で以下で記載されるヒートセット前の）捲縮値（パーセ
ント）、「ＣＣｂ」は以下の式により計算される。
【００３５】
ＣＣｂ＝１００ｘ（Ｌｂ－Ｃｂ）／Ｌｂ
【００３６】
５００ｇの荷重を取り除き、次に糸束をラックに吊るし、１．３５ｍｇ／ｄｔｅｘの荷重
はそのままで、オーブン中華氏約２５０度（１２１℃）で５分間ヒートセットし、その後
ラックおよび糸束をオーブンから取り出し、２時間前記の条件に保った。このステップは
、複合繊維に最終的な捲縮を発生させる１つの方法である工業的な乾燥ヒートセットを模
倣するように工夫されている。糸束の長さを前記のように測定し、その長さを「Ｃａ」と
して記録した。再び５００ｇの荷重を糸束から吊るし、そして糸束の長さを前記のように
測定し「Ｌａ」として記録した。ヒートセット後の捲縮値（パーセント）、「ＣＣａ」を
以下の式により計算した。
【００３７】
ＣＣａ＝１００ｘ（Ｌａ－Ｃａ）／Ｌａ
【００３８】
複合糸を、例えばサイドバイサイドあるいは非対称鞘－芯配置のいずれかに配置すること
が可能である。例えば、参照により本明細書に組み込まれる米国特許第４，６０１，９４
９号は、可能なサイドバイサイド配置を記載する。好ましくは、配置はサイドバイサイド
である。
【００３９】
複合糸を製造する方法は当技術分野で既知であり、既知の何れかの方法により形成するこ
とができる。例えば、参照により本明細書に組み込まれる米国特許第４，７４０，３３９
号は、フィラメント長手方向に沿ってサイドバイサイド形状になる紡糸延伸プロセスによ
る、異なる相対粘度を有する複合糸の製造方法を記載する。別の既知の方法が、いずれも
参照により本明細書に組み込まれる米国特許第４，２４４，９０７号および第４，２０２
，８５４号に記載されており、単一成分の溶融流れが完全に固化する前に片側を冷却する
かあるいは完全に固化した後直ちに片側を加熱し、次にフィラメントを延伸することによ
り、単一ポリマーを押出して単一成分の溶融流れを形成することによる複合糸の製造プロ
セスを処理することができる。複合糸の延伸は通常、糸を加熱あるいは蒸気に曝すことに
よるなどの既知の手段により、また次いで複合糸が嵩高くなれるように実施される。さら
に、本発明の合成ポリマー糸の製造につながる連続方式で複合糸を製造してもよい。別法
として、オフラインで複合糸を製造し、次に第２の糸と合せてもよい。
【００４０】
合成ポリマー糸の他の成分は第２の糸であり、それは人造あるいは天然繊維からなる。第
２の糸は、これらに限定されないが、ポリアミド、ポリエチレンおよびポリプロピレンな
どのポリオレフィン、ポリエステル、レーヨンなどのビスコースポリマー、ならびにアセ
テート、あるいは前記のものの組合せを含む人造繊維形成ポリマーからなることができる
。さらに、第２の糸には、コットン、ウール、および／またはシルクなどの天然繊維を含
めることもできる。好ましくは、第２の糸は非弾性的である。また、好ましくはこの糸は
溶融紡糸できるポリマーあるいは天然繊維からなる。用いられるポリマーはホモポリマー
、コポリマー、ターポリマー、およびこれらの組合せであってよい。第２の糸は単一延伸
糸もしくはハード糸（ｈａｒｄ　ｙａｒｎ）、あるいは複合糸であってよい。前記のよう
にして複合糸を製造することができる。好ましい実施形態において、第２の糸は単一延伸
糸である。
【００４１】
第２の糸をつくるために用いられるポリマーはどのような断面形状でもよい。断面形状に
は、例えば円形、楕円形、トライローバル、より多数の対称ローブを持つ形状、ならびに
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ドッグボーン形状などが含まれる。
【００４２】
第２の糸が単一成分延伸糸である場合、破断伸びが約８０％より小さい、好ましくは破断
伸びが約６０％より小さい、より好ましくは破断伸びが約５０％より小さい糸が、本発明
で特に有用であることが見出された。
【００４３】
一体化される複合糸と第２の糸は、想定する用途に応じて最終製品に様々な比率で存在し
てもよい。最終製品の各成分の割合を、例えばその総デニールとフィラメント当たりのデ
ニールにより評価することができる。総デニールあるいはフィラメント当たりのデニール
が大きいほど、最終製品中のその成分の量が多い。これらの因子に基づいて成分を変更す
ると通常最終製品に異なる機能が付与される。例えば、最終製品で複合糸の割合をより大
きくすることにより、より大きなストレッチを得ることができる。逆に、第２の糸が単一
成分糸である場合、第２の糸の割合をより大きくすることによりストレッチの少ないファ
ブリックを得ることができる。
【００４４】
本発明のポリマー糸の典型的な断面が図３、４、５に描かれている。これらの図には、図
１および２に描かれたインターレース法により製造された合成ポリマー糸の異なる３つの
断面が描かれている。例えば図３には、複合糸と第２の糸が円形断面であるポリマー糸が
描かれている。糸を互いにインターレースあるいは加撚することにより、フィラメント断
面の異なる配列１９、２０、２１を得ることができる。フィラメント断面のこれらの異な
る配列は、独特の視覚、手触り、およびストレッチ効果を与えるということが示された。
同様に、図４および５はフィラメント断面の異なる配列を示し、複合糸は円形であって、
第２の糸はそれぞれドッグボーン形状２１、２２、２３およびトライローバル２４、２５
、２６である。
【００４５】
細かいファブリックを製造するのに低デニールの本発明のポリマー糸を用いることができ
、一方比較的重いファブリックに高デニールの糸を用いることができるということが見出
された。したがって、本発明の合成ポリマー糸はその最終末端用途製品に適するいかなる
糸デニールでもありうる。細かいファブリックでは、この合成ポリマー糸は通常、約６０
より小さく、好ましくは約５０より小さく、またより好ましくは約４０より小さい、複合
糸と第２の糸との組合わせを合わせたデニールを有する。中程度の重さのファブリックで
は、合成ポリマー糸は通常、約５０から約２００の間、好ましくは約７０と約１５０の間
、またより好ましくは約７０と約１４０の間のデニールを有する。最後に、荷重支持ファ
ブリックなどの比較的重いファブリックでは、合成ポリマー糸は通常、約２００から約２
４００の間、好ましくは約２００と約２０００の間、またより好ましくは約６００のデニ
ールを有する。本発明の合成ポリマー糸は、最も好ましくは、２０デニールで１３のトラ
イローバル第２紡糸性糸と組合わせた、１８デニールで８フィラメント、１２デニールで
３フィラメント、あるいは９デニールで３フィラメントからなる群から選択される総デニ
ールと総フィラメント数をもつ自発嵩高性複合糸；あるいは７０デニールで１７フィラメ
ントのトライローバルの第２の糸、４０デニールで２６フィラメントのドッグボーン形状
の第２の糸、８６デニールで６８フィラメントの円形の第２の糸、ならびに８５デニール
で９２フィラメントの円形の第２糸からなる群から選択される第２の糸と共に、７０デニ
ールで３４フィラメントの自発嵩高性複合糸を用いる。
【００４６】
本発明では、複合糸を第２の糸と合せて単糸を形成する。オフラインで独立にこれらの複
合糸および第２の糸を製造し、次に最終の合成ポリマー糸を形成するために一体化するか
、あるいはオンラインで一方あるいは両方を連続方式で製造することができる。撚り合わ
せ（ｐｌｙｉｎｇ）、コスピニング（ｃｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）、エアジェットテクスチャ
リング、仮撚りテクスチャリング、およびカバリングを含む既知のいずれかの方法により
、これらの成分を合せて単糸を形成することができる。例えばドローツイスタ（ｄｒａｗ
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　ｔｗｉｓｔｅｒ）で糸を撚ることにより、撚り合わせをおこなうことができる。１イン
チ当たりの回転数ならびに複合糸および第２の糸の割合を調節することにより、強い視覚
効果を与えるストライエーション（ｓｔｒｉａｔｉｏｎ）をこの方法により得ることがで
きる。例えば１インチ当たりの回転数が大きいと、比較的短いストライエーションを得る
ことができる；１インチ当たりの回転数が少ないと、比較的長いストライエーションが得
られる。通常、約０～５ｔｐｉ（０～２ｔ／ｃｍ）、好ましくは１／４～１／２ｔｐｉ（
０．１～０．２ｔ／ｃｍ）で糸は撚られる。インターレース化ジェット中で糸を混ぜ合わ
せることにより、コスピニングをおこなうことができる。インターレース化ジェットで用
いられるエア圧力を変更することにより、様々な視覚的効果を得ることができる。エアジ
ェットテクスチャリング装置を通して様々な速度で芯糸および効果糸（ｅｆｆｅｃｔ　ｙ
ａｒｎ）を過剰供給することにより、エアジェットテクスチャリングをおこなうことがで
きる。仮撚りテクスチャリング装置を用いて嵩高くすることができ、供給速度を変更する
ことにより、糸は最終の糸の視覚的性質を変えることがある。一方の糸の回りを他方の糸
で包み込むことにより、カバリングをおこなうことができる。２種の糸を一体化する前記
方法の各々は既知である。本開示に基づいて、当技術分野の技術者は、望ましい視覚的性
質を得るために、供給速度、１分間当たりの回転数などを変更する方法を理解するであろ
う。最後に得られるのが単糸であれば、２種の糸を一体化するためにいかなる方法あるい
は装置を用いることもできる。
【００４７】
さらに、任意の配置で複合糸および第２の糸を一体化させることができる。例えば、これ
らの成分が芯および効果糸として用いられる場合、芯糸として複合糸あるいは第２の糸の
いずれでも用いることができる。カバリングにより糸が一体化される場合、複合糸あるい
は第２の糸のいずれかをもう一方の糸を包み込むのに用いることができる。
【００４８】
図１および２には、本発明のポリマー糸を製造する２つの実施形態が描かれている。複合
糸を生成するように紡糸金口を設計することができ、溶融流れの形成に際しては、紡糸金
口面で収束させて溶融流れを形成するようにそれぞれの溶融ポリマーを独立したキャピラ
リを通して押し出すか、あるいはポリマーを合流させ次に共通の紡糸金口キャピラリを通
して押し出して溶融流れを形成することができる。さらに、第２の糸を複合糸と同時に形
成するように、紡糸金口を設計することができる。図１は部分延伸合成ポリマー糸を製造
する方法を示し、溶融ポリマー１、２、および３が独立したキャピラリ４を通して押し出
され、紡糸金口面５下で収束する。溶融ポリマー２および３は紡糸金口面５のすぐ下で一
体化されて複合フィラメント６を形成する。これらのフィラメント６は合せて束ねられて
複合糸７を形成する。第２の糸と一体化される前あるいは後に、この複合糸は通常延伸さ
れ、そして複合糸が嵩高くなることができるように既知の手段により、例えば糸を加熱す
るかあるいは蒸気に曝すことにより処理される。
【００４９】
再び図１を参照すると、第２の糸９をつくる溶融ポリマー１が独立したキャピラリ４を通
して押し出されることによりつくられるフィラメント８が合せて束ねられて第２の糸９を
形成する。前記のように、第２の糸は単一成分延伸糸あるいは複合糸である。図１では第
２の糸が単一成分部分延伸糸として描かれている。次に、複合糸７および熱可塑性の溶融
紡糸できる糸９は、通常フィラメントが広がること（ｓｐｌａｙｉｎｇ）を防ぐのに十分
な圧力で運転される独立したインターレース化ジェット１０および１１に導かれる。広が
りを制御するのに用いられるエア圧力は通常、選択されたインターレース化ジェットの特
定のタイプに依るが、一般に約１０ｐｓｉ（０．０７Ｍｐａ）から８０ｐｓｉ（０．５５
Ｍｐａ）、好ましくは２０ｐｓｉ（０．１４Ｍｐａ）から６０ｐｓｉ（０．４１Ｍｐａ）
である。独立した糸１２および１３は一緒にされ、約１０ｐｓｉ（０．０７Ｍｐａ）から
８０ｐｓｉ（０．５５Ｍｐａ）、好ましくは２０ｐｓｉ（０．１４Ｍｐａ）から６０ｐｓ
ｉ（０．４１Ｍｐａ）、より好ましくは約３０ｐｓｉ（０．２１Ｍｐａ）の圧力で運転さ
れる別のインターレースジェット１４で一緒に延伸される。次に、生成したポリマー糸１
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５は、０．１～０．４グラム／デニールの張力で運転され、約２０００ｙｐｍ（１８２９
ｍｐｍ）を超える速度でパッケージ１６に巻き上げられる。
【００５０】
図２には延伸糸を製造する方法が描かれており、ロール配置１７および１８が、インター
レースジェットを通ってワインダ１６に至る糸の張力を調節するのに用いられる。
【００５１】
図１および２は、２種の糸がそれらが糸である状態で組み合わされるということを示して
いるが、糸が形成される前に、例えばフィラメントとして、あるいは紡糸金口内もしくは
その前でそれらを組み合わせることも有益である。
【００５２】
縦編み、丸編み、もしくはメリヤス編みを含む既知の手段によりファブリックを、あるい
は不織布となるステープル製品を形成するために、合成ポリマー糸を用いることができる
。
【００５３】
強烈な視覚効果および独特の触覚特性をもつファブリックを製造するのに、合成ポリマー
糸あるいは複合効果糸を用いることができる。特に、異常に強烈な効果が比較的小さいデ
ニールの、あるいは比較的軽量のファブリックにおいて見出された。
【００５４】
例えば、本発明のいくつかの複合効果糸はストラティフィケーションファブリックを提供
することが示された。本発明の好ましい糸からなるファブリックにおいて、複合効果糸内
の複合糸および第２の糸は、ファブリックの一方の表面あるいは反対表面を変化に富んだ
仕方で分かれ、分離の度合いの変化が、他の方法では得られないストラティフィケーショ
ン（ｓｔｒａｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）などの利点を視覚および触覚特性にもたらすと考え
られている。好ましい複合効果糸はストラティフィケーションファブリックを提供する。
【００５５】
好ましい糸は、複合糸の糸デニールが効果糸のデニールとほぼ同じであり、また複合糸の
糸当たりのフィラメント数が効果糸の約半分であるものである。別の好ましい糸の変形形
態は、複合糸デニールが効果糸の糸デニールの約２倍であり、またフィラメント数がほぼ
同じであるものである。
【００５６】
より好ましい糸の変形形態は、効果糸断面形状が円形（丸形）以外、例えばトライローバ
ルあるいはドッグボーン形状であるものである。
【００５７】
別の好ましい糸は、複合糸が６～１８フィラメントをもち１５～４０デニールであり、ま
た効果糸が（プロフィール化された断面の）１０～１５フィラメントをもち１８～２２デ
ニールであるものである。
【００５８】
図６に、単一成分ハード糸からなるコントロールファブリックと本発明の合成ポリマー糸
からなるストラティフィケーションファブリックとの比較を示す。図６Ａは、第１の糸の
断面は円形で第２の糸の断面はトライローバルである、ナイロン６６ホモポリマーからな
る２種の糸が一体化された比較例Ａの糸で編まれたファブリックを示す。図６Ｂは実施例
３の糸で編まれたファブリックを示し、複合糸および第２の糸は本発明に従って一体化さ
れた。この図から、図６Ｂに見られる複合糸および第２の糸の組合せから作り出されたス
トライエーションが独特な視覚的美しさをもたらすということが明らかである。
【００５９】
さらに、本発明の合成ポリマー複合効果糸からなるファブリックは優れた伸縮性をもつ。
伸縮は、ファブリックを引張り、ファブリックが放されたときにファブリックがその元の
形状に戻ることを観察することにより、本質的には評価される。最終の合成ポリマー複合
効果糸における複合糸の割合をより多くすることにより、ファブリックのストレッチを得
られることが見出された。
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【００６０】
ファブリックの「手触り」により、ファブリックの感触あるいは触感の良さを表す。本発
明の合成ポリマー糸からなるファブリックは他の知られている製品に比べて滑らかであり
、ピック（ｐｉｃｋ）の傾向が少ない。さらに、ファブリックにはソフトコットンのよう
な手触りがあり、特に糸がナイロンの場合そうである。特に、本発明の糸でつくられた場
合に、編物の手触りは予想外にソフトであった。例えば、本発明の糸でつくられた丸編み
は最高にソフトな手触りでありさらに非常に優れた伸縮性があり、これは編物が複合繊維
だけでつくられた場合に多く見られる「堅い」手触りと著しい対照をなす。
【００６１】
さらに、本発明の糸は好ましくはナイロンポリマーからなるため、これらの糸およびファ
ブリックを容易に染色することができまたより堅牢である。
【００６２】
何らかの既知の方法により、捲縮ポテンシャル、捲縮インデックス収縮、および相対粘度
の測定をおこなうことができる。例えば、収縮惹起処理前後の標準荷重のもとでの糸束の
長さを測定することにより、捲縮ポテンシャルおよび捲縮インデックス収縮を求めること
ができる。しかし、方法および条件の選択は性質に影響を及ぼすことがあり、例えば捲縮
ポテンシャル試験に異なる荷重を用いると異なる結果が得られる可能性がある。
【００６３】
捲縮ポテンシャルは９５℃の水に曝すことにより糸に生成した嵩高さの目安である。それ
は、捲縮／嵩高化処理後の引き伸ばされた（あるいは荷重をかけた）長さと引き伸ばされ
ていない（あるいは無荷重での）長さの間の差である。
【００６４】
長さ約１１２ｃｍ（４４インチ）の糸束を与えるように、必要な回転数でデニールリール
に１０５０デニールの糸束を巻いた。この糸束を回転マガジン（ｍａｇａｚｉｎｅ）に吊
るし、２．５グラムの荷重をかけて少なくとも３０分間保った。次に吊り下げられた糸束
に７００グラムの重りを吊るし、糸束の初期長さ（Ｌ１）を測定した。次に７００グラム
の重りを２．５グラムの重りと取り代えて、１．２ｍｇ／デニールの引張り荷重を加えた
。次いで、糸束が吊るされたマガジンを１．５分の間９５±２℃の温度に制御されたウォ
ータバスに沈めた。次に糸束／マガジンアセンブリをウォータバスから取り出し、少なく
とも３．５時間放置して乾燥した。２．５グラム荷重下での捲縮した糸束の長さ（Ｌ２）
を測定した。最後に、２．５グラムの重りを７００グラムの重りに取り代えて、長さ（Ｌ
３）を測定した。
【００６５】
パーセントで表した捲縮ポテンシャル（ＣＰ）は以下のようにして計算される：
％ＣＰ＝（Ｌ３－Ｌ２）／Ｌ２ｘ１００
【００６６】
パーセントで表した捲縮収縮（ＣＳ）は以下のようにして計算される：
％ＣＳ＝（Ｌ１－Ｌ３）／Ｌ１ｘ１００
【００６７】
既知の方法のいずれかで相対粘度を測定することができる。用語「相対粘度」は、本明細
書で用いられる場合、ポリマーを８．２＋－０．２重量％含むポリマー溶液の粘度計にお
ける流下時間と溶剤自体の流下時間の比であり、溶剤は９０重量％のギ酸である。
【００６８】
本発明はこれより以下の非限定的実施例により例示されるであろう。
【００６９】
実施例１
２９本のフィラメントからなる総デニール５７の合成ポリマー糸を、１３本のトライロー
バルフィラメントからなる総デニール２０の糸および３７デニールで１６フィラメントの
自発嵩高性複合糸を、ドローツイスタで１インチあたり約１／４回転の速度で撚り合わせ
ることにより作製した。トライローバル糸はナイロン６６からなっていた。複合自発嵩高
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性糸は、高ＲＶ成分として３０％のポリ－２－メチルペンタメチレンアジポアミド（ＭＰ
ＭＤ）が共重合されたナイロン６６、また低ＲＶ成分としてナイロン６６で構成されてい
た。高ＲＶ成分は、アジピン酸、ジアミン、およびＭＰＭＤを合せて混合して塩とし共重
合することにより合成した。複合糸の断面は楕円形であった。自発嵩高性糸の一方の成分
のＲＶは約５２であり、自発嵩高性糸の他方の成分のＲＶは約３９であった。「デルタＲ
Ｖ」は複合糸の各成分のＲＶの差である。１５．２ｃｍ（６インチ）のチューブをつくる
ために合成ポリマー糸を７５ゲージＬＡＷＳＯＮ編機で編んだ。同じチューブの組を編み
ポット染色した。チューブを沸点華氏２１２度（１００℃）で１５分間精錬して、次に最
低華氏１４０度（６０℃）で染料を使い切るように１０分間染色し、放置して空気乾燥し
た。染色された編物チューブを視覚効果および手触りで評価し、コントロールの染色編物
チューブに比較して優れていることが見出された。
【００７０】
実施例２
２１本のフィラメントからなる総デニール３８の合成ポリマー糸を、２０デニールで１３
本のトライローバルフィラメントからなる糸と１８デニールで８本のフィラメントからな
る自発嵩高性複合糸から、実施例１と同様にして製作した。トライローバル糸はナイロン
６６からなり、また複合糸は、６０％が３０％のＭＰＭＤが共重合されたナイロン６６、
４０％がナイロン６６で構成されていた。１５．２ｃｍ（６インチ）のチューブをつくる
ために合成ポリマー糸を７５ゲージＬＡＷＳＯＮ編機で編んだ。同じチューブの組を編み
ポット染色した。チューブを沸点華氏２１２度（１００℃）で１５分間精錬して、次に最
低華氏１４０度（６０℃）で染料を使い切るように１０分間染色し、放置して空気乾燥し
た。染色された編物チューブを視覚効果および手触りで評価し、コントロールの染色編物
チューブに比較して優れていることが見出された。
【００７１】
実施例３～１９
実施例１で記載された方法と同様にして、表１に記載のデニールおよびフィラメント数、
糸の構成、ならびに複合糸のデルタＲＶを有する合成ポリマー糸を作製した。ドローツイ
スタで糸を撚り合わせるのに用いられた速度は満足すべき結果を得るために様々であった
。これらの合成ポリマー糸でファブリックを織り、手触り、伸縮性、および視覚的ストラ
ティフィケーション効果を調べた。各ファブリックに対する結果を表１に示す。複合糸を
含む各ファブリックはソフトなよい手触りであることが見出された。さらに、伸縮性に関
しては、ストレッチは合成ポリマー糸の複合糸の量に依存して変化することが見出された
。複合糸の割合が大きくなるほど、ストレッチは大きい。
【００７２】
実施例１６のファブリックにおいて、合成ポリマー糸は第２の糸と一体化された複合糸で
あって、複合糸と第２の糸の両方のデニールとフィラメントの比が同一であった。望まし
い視覚効果を得るためにはフィラメント当たりのデニールに差異のあることが有利である
場合が多いが、実施例１６の糸は、デニールとフィラメントの比に差異がないという事実
にもかかわらず強い効果を示した。
【００７３】
さらに、実施例１９のように２種の複合糸が組み合わされた場合、視覚効果は比較的少な
いが、ソフトコットンのようでビロードのような手触りはやはり得られるということが注
目された。
【００７４】
比較例Ａ～Ｂ
表１に記載されたデニールとフィラメントを有する糸を用いて合成ポリマー糸を作製した
。実施例１～２１に比べてこれらの糸で作製されたファブリックはストラティフィケーシ
ョン効果、あるいは滑らかでシルクのような手触りをもっていなかった。
【００７５】
実施例２０
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ｌｌ　ｒｏｕｎｄ）ナイロン６６ホモポリマー糸とともに、ＭＰＭＤが３０％共重合され
たナイロン６６が６０％、ナイロン６６が４０％で構成される、７０デニール、３４フィ
ラメントのＴａｃｔｅｌ（登録商標）Ｉｓｐｉｒａ（登録商標）複合糸を、エアジェット
テクスチャードコンビネーション糸のコアとして用いて、１５６デニールで１０２フィラ
メントのエアジェットテクスチャード糸を作製した。エアジェットテクスチャリングコン
ビネーションは、効果糸を同じジェットに３０％早い速度で供給しながらコア複合糸を約
４００～６００メートル／分の速度でエアジェットに供給することにより作製された。次
に、一体化された糸を緯糸として、２０６デニールで６８フィラメントの経糸と共に２ｘ
２の綾織物とした。この織物を複合糸が嵩高くなれるようなリラックス方式で染色した。
次に、得られたファブリックをオーブン中でテンターに張ってファブリックを熱固定しフ
ァブリックを望ましい重量とした。このようにして製作されたナイロン１００％のファブ
リックは、極めてソフトなコットンのような手触りだけでなく、緯糸方向に１段のコンフ
ォートストレッチを備えていた。
【００７６】
実施例２１
ナイロン６６からなる８５デニールで９２フィラメントの円形ナイロン６６ホモポリマー
のエアジェットテクスチャード糸とともに、ＭＰＭＤが３０％共重合されたナイロン６６
が６０％、ナイロン６６が４０％で構成される、７０デニール、３４フィラメントのＴａ
ｃｔｅｌ（登録商標）Ｉｓｐｉｒａ（登録商標）複合糸を、エアジェットテクスチャード
コンビネーション糸のコアとして用いて、１５５デニールで１２６フィラメントの糸を作
製した。エアジェットテクスチャードコンビネーションは前記実施例２０と同様にして作
製された。この糸を単糸としてシームレスＳａｎｔｏｎｉ編機で編み、次に複合糸が嵩高
くなれるようなリラックス方式で染色したとき、それは最高の伸縮性をもった、コットン
のような優れたソフトな手触りであった。
【００７７】
実施例２２
６０フィラメントからなる総デニール１１０の合成ポリマー糸を、１インチ当たり約１／
４回転の速度で、総デニール７０で３４本の楕円形フィラメントからなる複合糸とナイロ
ン６６ホモポリマーのドッグボーン形状糸とを撚り合わせることにより製造した。複合糸
は、６０％がポリエチレンテレフタレートで４０％がポリプロピレンテレフタレートから
なる。１５．２ｃｍ（６インチ）のチューブをつくるために７５ゲージのＬＡＷＳＯＮ編
機で合成ポリマー糸を編むことができる。次いで同じチューブの組を編みポット染色する
ことができる。チューブを最低華氏２１２度（１００℃）で１５分間沸点で精錬し、次に
最低華氏１４０度（６０℃）で染料を使い切るように１０分間染色し、次いで放置して空
気乾燥する。染色された編物チューブを視覚効果と手ざわりで評価し、コントロールの染
色編物チューブに比較して優れていることを見出した。
【００７８】
【表１】
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【００７９】
【表２】
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【００８０】
【表３】
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【００８１】
【表４】
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【００８２】
実施例２３
６２フィラメントからなる総デニール１１０（１２２ｄｅｃｉｔｅｘ）の複合効果糸を実
施例１と同様にして作製した。各１１０デニールの糸は、合計で７０デニール（７８ｄｔ
ｅｘ）の２８本のドッグボーン形状（バイローバル）、および合計で４０デニール（４４
ｄｔｅｘ）の自発嵩高性糸複合糸の３４本のフィラメントを含んでいた。バイローダル糸
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はナイロン６６ホモポリマーからなっていた。自発嵩高性複合糸（イー・アイ・デュポン
・ドゥ・ヌムール・アンド・カンパニーが市販）は、４０ｗｔ％のポリ（エチレンテレフ
タレート）および６０ｗｔ％のポリ（トリメチレンテレフタレート）からなり、捲縮レベ
ルが約４５％（華氏２２５度（１０７℃）のオーブンを用いてであるが、捲縮試験法によ
り測定して）、また捲縮ポテンシャルが５３％であった。１５．２ｃｍ（６インチ）のチ
ューブをつくるためにこの効果糸を７５ゲージのＬＡＷＳＯＮ編機セットで編んだ。同じ
チューブの組を編み、ナイロンをよく染色しまたポリエステル複合糸をわずかに染色する
酸性染料を用いてポット染色した。これらの染色される編物チューブを１００℃で１５分
間精錬し、続いて最低１２４℃で染料を使い切るように１０分間染色した。これらの染色
チューブを放置して空気乾燥した。この染色編物チューブを視覚効果および手触りで評価
し、コントロールの染色編物チューブに比較して優れていることが見出された。図６Ｃは
、ナイロンが染色されポリ（エチレンテレフタレート）／ポリ（トリメチレンテレフタレ
ート）の組合わせ糸は非常に薄い色のままである一試料の外観を示す。このファブリック
チューブは最高の伸縮性、コットン風の手触りおよび非常に良好なストラティフィケーシ
ョン効果を示した。
【００８３】
実施例２４
１４０フィラメントからなる総デニール１３４（１４９ｄｅｃｉｔｅｘ）の複合効果糸を
、実質的に実施例１と同じであるが、７０％の捲縮レベルを有し、７０フィラメント、３
４デニール（３４ｄｅｃｉｔｅｘ）の２Ｇ－Ｔ／／３Ｇ－Ｔ　４０／／６０ポリエステル
複合糸（イー・アイ・デュポン・ドゥ・ヌムール・アンド・カンパニーが市販）と７０フ
ィラメントで１００デニール（１１１ｄｅｃｉｔｅｘ）のポリ（エチレンテレフタレート
）糸（Ｇｌｅｎ　Ｒａｖｅｎ，Ｉｎｃ．の「ｐｏｌｙｓｅｔ」「ｔｅｘｔｕｒｅｄ　ｓｅ
ｔ」）とから作製した。一体化された糸は１インチ当たり０．２５回転（０．１回転／ｃ
ｍ）のＺ撚りであった。糸を実質的に実施例２３と同じようして編み、Ｍｅｒｐｏｌ（登
録商標）ＨＣＳ界面活性剤（イー・アイ・デュポン・ドゥ・ヌムール・アンド・カンパニ
ーの登録商標）を用いて沸点で精錬し、０．５ｗｔ％のＣ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌ
ｕｅ　６０および０．１ｗｔ％のＣ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｏｒａｎｇｅ　２５（繊維
重量に対して）の混合分散染料を用いて染め、そして空気乾燥した。染色された繊維のス
トラティフィケーション効果はまずまず乃至良好であった。
【００８４】
実施例２５
この実施例では、本発明のファブリックにより得られる、経緯両方向における回復ストレ
ッチの増加を例示する。
【００８５】
１０２フィラメントからなる総デニール４５０（５００ｄｅｃｉｔｅｘ）の複合効果糸を
、約７０％の捲縮レベルを有し、１５０デニール（１６７ｄｅｃｉｔｅｘ）、３４フィラ
メントの２Ｇ－Ｔ／／３Ｇ－Ｔ　４０／／６０ポリエステル複合糸（イー・アイ・デュポ
ン・ドゥ・ヌムール・アンド・カンパニーが市販）１本と約２ｗｔ％のカーボンブラック
を含み、１５０デニール（１６７ｄｅｃｉｔｅｘ）、３４フィラメントのポリ（エチレン
テレフタレート）糸２本を混ぜ合わせることにより作製した。混合は、部分延伸単一成分
ポリ（エチレンテレフタレート）糸の延伸テクスチャリング、ならびにテクスチャリング
作業の加熱および延伸の後のテクスチャ化された直後の単一成分糸と複合糸とを巻き取り
ステージに供給することによりおこなわれた。３ｘ１の綾織物実施例ファブリックを、そ
れぞれの緯糸として複合効果糸を、それぞれの経糸として約２ｗｔ％のカーボンブラック
を含む、１５０デニール（１６７ｄｅｃｉｔｅｘ）で１０２フィラメントのポリ（エチレ
ンテレフタレート）延伸テクスチャード糸の３つよりを用いて作製した。経糸密度は７６
本／インチ（３０本／ｃｍ）であった。１つのファブリックでは緯糸密度は４０本／イン
チ（１５．７本／ｃｍ）、別のものでは３２本／インチ（１２．６本／ｃｍ）であった。
各ファブリックは良好なストラティフィケーション効果を示した。コントロールのファブ
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リックを、１インチ当たり経糸７６本、１インチ当たり緯糸４０本で織ることにより調製
した。このコントロールファブリックには、緯糸４０本／インチで経糸７６本／インチの
実施例と同じ経糸が含まれており、緯糸が約２ｗｔ％のカーボンブラックを含む１００％
のポリ（エチレンテレフタレート）からなる相当するデニールの合撚糸からなること以外
は同一の構造であった。このコントロールファブリックを２分間ボイルオフすることによ
り仕上げた。このコントロールファブリックには、ストラティフィケーション効果は全く
なかった。コントロールファブリックおよび緯糸４０本／インチで経糸７６本／インチの
実施例ファブリックについての手による伸張測定は緯糸方向でコントロールの２倍の回復
ストレッチを示した。緯糸４０本／インチで経糸７６本／インチの実施例ファブリックの
経糸方向では、回復ストレッチはコントロールファブリックの経糸方向ストレッチより約
２５％大きかった。実施例ファブリックにおいて認められたストラティフィケーションは
、ファブリックの構造を開口させることおよびコントロールに比べて優れた回復ストレッ
チ性を付与する事に依ると考えられている。
【００８６】
　当分野の技術者は、本明細書における前記の本発明の教示から利益を得て、それに多く
の変更を加えることが可能である。これらの変更は、添付の特許請求の範囲に記載される
本発明の範囲内に含まれると解釈されるべきである。
　本出願は、特許請求の範囲の欄に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
　（１）　一体化された、複合糸および第２の糸を含むことを特徴とする合成ポリマー糸
。
　（２）　複合糸の第１の成分および第２の成分が、それぞれ個別にポリアミド、ポリオ
レフィン、ポリエステル、ビスコースポリマー、あるいはアセテートのホモポリマー、コ
ポリマー、ターポリマー、およびこれらの混合物からなる群から形成されることを特徴と
する（１）に記載の合成ポリマー糸。
　（３）　前記第１または第２の成分が、ナイロン６６、ナイロン６、ナイロン７、ナイ
ロン１０、ナイロン１２、ナイロン４６、ナイロン６１０、ナイロン６１２、ナイロン１
２１２、あるいはこれらの何らかの組合せから選択されるポリアミドから形成されること
を特徴とする（２）に記載の合成ポリマー糸。
　（４）　前記ポリアミドが付加的なジカルボン酸あるいはジアミンと共重合されている
ことを特徴とする（３）に記載の合成ポリマー糸。
　（５）　前記ポリアミドがアジピン酸、ヘキサメチレンジアミン、およびポリ－２－メ
チルペンタメチレンアジポアミドから形成されることを特徴とする（４）に記載の合成ポ
リマー糸。
　（６）　前記複合糸が少なくとも第１の成分および第２の成分を含み、前記第１の成分
および前記第２の成分が異なる相対粘度を有することを特徴とする（１）に記載の合成ポ
リマー糸。
　（７）　前記第２の糸が、ポリアミド、ポリオレフィン、ポリエステル、ビスコースポ
リマー、アセテート、コットン、ウール、シルク、およびこれらの組合せからなる群から
選択されるポリマーのホモポリマー、コポリマー、ターポリマー、およびこれらの組合せ
から選択されることを特徴とする（１）に記載の合成ポリマー糸。
　（８）　前記第２の糸が非弾性的であることを特徴とする（７）に記載の合成ポリマー
糸。
　（９）　前記第２の糸が溶融紡糸できることを特徴とする（７）に記載の合成ポリマー
糸。
　（１０）　前記第２の糸が、ナイロン６６、ナイロン６、ナイロン７、ナイロン１０、
ナイロン１２、ナイロン４６、ナイロン６１０、ナイロン６１２、ナイロン１２１２、お
よびこれらの組合せからなる群から選択されることを特徴とする（７）に記載の合成ポリ
マー糸。
　（１１）　前記複合糸がポリ－２－メチルペンタメチレンアジポアミドと共重合された
、ナイロン６６を形成するために用いられるモノマーからなる第１の成分およびナイロン
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むことを特徴とする（１）に記載の合成ポリマー糸。
　（１２）　（１）に記載の合成ポリマー糸からなることを特徴とするファブリック。
　（１３）　（１１）に記載の合成ポリマー糸からなることを特徴とするファブリック。
　（１４）　（１２）に記載のファブリックからなることを特徴とする衣類。
　（１５）　（１３）に記載のファブリックからなることを特徴とする衣類。
　（１６）　複合フィラメントおよび第２の糸のフィラメントを含む合成ポリマー糸であ
って、前記複合フィラメントおよび前記第２の糸のフィラメントが一体化されて単一の合
成ポリマー糸を形成することを特徴とする合成ポリマー糸。
　（１７）　複合糸を第２の糸と混ぜ合わせることを含み、前記複合糸が互いに異なる収
縮性を有する少なくとも第１の成分および第２の成分を含むことを特徴とする合成ポリマ
ー糸の製造方法。
　（１８）　前記第１の成分および前記第２の成分がそれぞれ個別に、ポリアミド、ポリ
オレフィン、ポリエステル、ビスコースポリマー、およびアセテートからなる群から選択
されるポリマーのホモポリマー、コポリマー、ターポリマー、およびこれらの組合せから
なる群から選択されることを特徴とする（１７）に記載の方法。
　（１９）　（１７）に記載の方法に従って製造されることを特徴とする製品。
　（２０）　複合フィラメントを第２のフィラメントと混ぜ合わせることおよび混ぜ合わ
されたフィラメントから合成ポリマー糸を形成することを含むことを特徴とする合成ポリ
マー糸の製造方法。
　（２１）　複合フィラメント糸および第２のフィラメント糸を含む複合効果糸であって
、複合フィラメント糸の成分が異なる収縮性を有し、また複合糸に嵩高効果を生じるのに
十分な量でそれぞれが存在することを特徴とする複合効果糸。
　（２２）　複合糸を第２の糸と混ぜ合わせることを含み、前記複合糸が互いに異なる収
縮性を有する第１の成分および第２の成分を含み、またそれぞれの成分が複合糸に嵩高効
果を生じるのに十分な量で存在することを特徴とする複合効果糸の製造方法。
　（２３）　複合糸および第２の糸がそれぞれ連続糸であり、複合糸の第１の成分がポリ
（エチレンテレフタレート）およびそれらのコポリマーからなる群から選択され、また複
合糸の第２の成分がポリ（トリメチレンテレフタレート）およびポリ（テトラメチレンテ
レフタレート）からなる群から選択されることを特徴とする（２１）に記載の糸。
　（２４）　第２の糸がポリ（エチレンテレフタレート）およびそのコポリマーからなる
群から選択される１種または複数のポリマーからなることを特徴とする（２１）に記載の
糸。
　（２５）　第２の糸がナイロン６６、ナイロン６、およびそれらのポリマーからなる群
から選択される１種または複数のポリマーからなることを特徴とする（２１）に記載の糸
。
　（２６）　複合糸の第２の成分がポリ（トリメチレンテレフタレート）であることを特
徴とする（２４）に記載の糸。
　（２７）　（２１）に記載の糸を含むことを特徴とする編物。
　（２８）　編物構造を有することを特徴とする（１２）に記載のファブリック。
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